
令和２年度全国学力・学習状況調査の 

児童生徒質問紙を活用した市調査の結果の概要について 
 

彦根市教育委員会 

令和３年２月 

 
令和２年度の全国学力・学習状況調査は新型コロナウイルス感染拡大の為に中止となりましたが、調査

問題は各校において授業で活用し、教育活動に役立てることとしました。 

また、全国学力・学習状況調査の児童生徒質問紙については各校で調査を実施し、市で集計をしまし

た。今回の質問紙を活用した調査から見えてきた、本市児童生徒の状況に関する結果についてお知らせし

ます。 

 

 

 

 
 

（１）目的 

   全国学力・学習状況調査の児童生徒質問紙を活用し、児童生徒の生活や学習の状況を把握する。ま

た、調査結果を分析することにより、今後の教育活動の充実に役立てる。 

 

（２）調査対象  

   市内17小学校 第6学年、７中学校 第3学年 

原則として全児童生徒 

 

（３）質問紙調査の主な内容 

   学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等 

 

 

 

 

 

変化の予測が難しいこれからの時代を生き抜くために、子どもたちには、主体的、自律的にキャリアを切

り拓いていく能力の獲得と向上が必要不可欠です。そして、学校を離れてからも自立して学び続けることが

必要になります。そのため、彦根市教育委員会では、新学習指導要領で示された３つの柱「知識・技能」「思

考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力・人間性等」の育成を目指し、取組を進めています。とりわけ、

「学びに向かう力・人間性等」の育成につながる「非認知能力」を伸ばすことが大切であると考えておりま

す。 

 そこで、「彦根教育学びの提言 プラス ひこねっこ こころそだての６か条」（次ページ参照）を令和２

年度に作成し、学校・園等と家庭・地域が一体となった取組を推進しているところです。 

 今回、全国・学力状況調査の児童生徒質問紙の回答状況について、「彦根教育学びの提言 プラス ひこ

ねっこ こころそだての６か条」の視点で分析し、彦根市の子どもたちの育ちについてまとめました。 

 

＜非認知能力＞３つの能力とそれぞれの能力を構成する要素 

 

○目標の達成 

・忍耐力 ・自己抑制力 ・目標への情熱 

○他者との協働 

・社交性 ・敬意 ・思いやり 

○情動の制御 

・自尊心 ・楽観性 ・自信 

             （ 出典 「非認知能力が子どもを伸ばす」中山 芳一 著 東京書籍） 

「彦根教育学びの提言 プラス ひこねっこ こころそだての６か条」について 

質問紙調査の目的・内容 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いいんだよ ありのままで！ 

「自分には、よいところがあると思

いますか」という問いに、小中学校

ともに、７０％以上の子どもが肯定

的に回答しました。また、「先生は、

あなたのよいところを認めてくれて

いると思いますか」という問いに

は、小中学校ともに８０％以上の子

どもが肯定的に回答しました。しか

し、一部に肯定的でない回答も見ら

れました。 

 子どもは、大人の温かいかかわり

に安心や信頼を感じます。話をじっ

くり聞くこと、今現在のありのまま

を認めることを大切にし、「あなたを

見てるよ！認めているよ！」という

メッセージを伝えていくことを心が

けていきましょう。 

い 

一歩ふみだし やってみよう！ い 

小中学校ともに７０％程度が肯定

的に回答しました。そばにいる大人

が子どもの気持ちに寄り添いなが

ら、笑顔で背中を押すことにより、

子どもは「やってみよう」という気

持ちになります。子どもの頑張りや

勇気をほめながら、小さな成功体験

や失敗から学ぶ経験を積み重ねるこ

とで、子どもは自信をつけていきま

す。 

「彦根教育学びの提言 プラス ひこねっこ こころそだての６か条」の視点での 

児童生徒質問紙の分析について 
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なぜ？どうして？は 学びのチャンス☆ な 
 小中学校ともに７０％以上が肯定

的に回答しました。 

子どもが「なぜ？どうして？」と尋

ねてきたときは、一緒に考えたり、

答えを見つけるプロセスを示したり

することで、好奇心・探求心が育っ

ていきます。子どもの疑問に応える

触れ合いを大事にしていきましょ

う。 

思いやりの心で つながろう お 

「人が困っているときは、進んで助

けていますか」という問いに、小中

学校ともに８０％以上の子どもが肯

定的に回答しました。また、「いじめ

は、どんな理由があってもいけない

ことだと思いますか」という問い

に、小中学校ともに９０％を超える

子どもが肯定的に回答しました。 

 ともに肯定的な回答が多くみられ

ますが、進んで行動するまでは至っ

ていない子どもも見られました。 

「自分なら・・」「自分がされた

ら・・」と一緒に考えながら、相手

の気持ちを思いやり、行動すること

の大切さを、子どもの心に届けてい

きましょう。 
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少しのがまん 自分のために☆ す 
 携帯電話やスマートフォンについ

ての約束を決めている家庭の中で、

約束を守っていると肯定的に応えた

のは、小中学校ともに約９０％でし

た。 

 目標達成のために一緒に計画を立

てて先の見通しを持たせたり、一緒

にルールを決めて見届けたりし、話

し合う中で、時には我慢も必要なこ

とに気づかせながら自分の気持ちを

コントロールして行動できる力を育

てていきましょう。 

小学校で８０％以上、中学校で 

９０％以上の子どもが肯定的に回答

しました。 

 きまりやルールを守ることができ

る態度は、集団や社会で生活する基

礎となります。これからもけじめの

ある生活を大切にしていきましょ

う。 

 小学校で７０％以上、中学校で 

８０％以上の子どもが肯定的に回答

しました。 

 学校では、対話を通して学びを深

める活動の質の向上に向けて取り組

んでいます。友達の意見に耳を傾

け、自分の考えと比較し、さらによ

りよいものにしていこうとするな

ど、主体的・対話的で深い学びを実

現する授業の充実を図っていきたい

と考えます。 
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小学校で約７０％、中学校で約６０％

の子どもが肯定的に回答しました。 

興味関心を広げる学習や、学んだ

ことをしっかりと定着させる学習につ

いて、自分で目標をたて、計画的に取

り組める習慣を身に付けていくことが

大切です。 

元気にチャレンジ 夢に向かって☆ け 

 小中学校ともに肯定的な回答が、

県平均を少し上回りました。しか

し、昨今の社会情勢の中で不安を感

じ、将来の夢や目標をもてていない

子どもたちもみられます。 

将来の夢や目標をもつことは、自

己を振り返り、日々の生活をよりよ

く送ろうという態度へとつながりま

す。様々な経験や交流をとおして、

自分の将来の夢や目標について考え

る機会をもちたいですね。 

 小中学校ともに、約９０％の子ど

もが肯定的に回答しました。 

 チャレンジしたことを認めてほめ

ることで、子どもはたとえ失敗して

も「次は頑張ろう」と前向きにとら

えられるようになります。ほめられ

励まされたときに感じる「嬉しい！」

という気持ちを大切にし、子どもの

次のやる気につなげていきましょ

う。 
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これらの調査結果をもとに、今後学校と連携して課題の改善に努めてまいります。 

学校では、学んだことを活用したり考えを伝え合ったりする学習を充実させ、主体的・対話的で深い学び

の実現に向けた授業改善に取り組み、子どもの心を育む授業づくりに努めていきます。  

家庭や地域では、子どもたちのがんばりを認め、温かいメッセージを伝えることで、安心してチャレンジ

できる環境づくりにご協力をお願いします。  

学校、家庭、地域が一体となって、子ども達を見つめ、励まし、支えることにより、子どもたちの学びを

豊かにし、これからの新しい時代を生きるうえで重要な「非認知能力」を含めた「生きる力」の育成につな

げていきたいと考えます。引き続き一層のご協力をよろしくお願いします。 

 

 

保護者・地域のみなさまへ 


